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は
じ
め
に
　
50
周
年
を
迎
え
た
コ
ミ
ケ
を
育
ん
だ
人
々
の
証
言
を
こ
こ
に

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
で
現
在
、
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト＊

１

準
備
会
ス
タ
ッ
フ
（
以
下
、
準
備
会
ス
タ
ッ
フ
）
で

も
あ
る
、
お
ー
ち
よ
う
こ
と
申
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
12
月
、
１
０
０
回
の
開
催
を
超
え
た
、
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
以
下
、
コ
ミ
ケ
）
の
組
織

と
運
営
に
つ
い
て
、
全
部
署
の
責
任
者
の
方
々
、
コ
ミ
ケ
と
関
わ
る
企
業
の
方
々
の
話
を
伺
っ
た
一
冊
、

『
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
よ
う
こ
そ　

準
備
す
る
か
ら
準
備
会
』
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
長
い
時
間
を
か
け
、
つ
ち
か
わ
れ
た
知
識
、
積
み
重
ね
ら
れ
た
経
験
、
柔
軟
に
対
応
す
る
組
織
力
、

と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
つ
な
が
り
、
現
在
へ
と
続
い
て
い
る
、
と
知
り
ま
し
た
。

同
時
に
、
思
い
至
り
ま
し
た
。

誰
か
が
、
こ
の
「
場
」
を
作
っ
た
の
だ
、
と
。

そ
ん
な
折
、
コ
ミ
ケ
ッ
ト
が
50
周
年
を
迎
え
る
と
知
り
、
そ
の
成
り
立
ち
を
紐
解
き
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
22
年
の
新
書
が
、
あ
の
時
点
で
の
組
織
の
横
軸
だ
と
し
た
ら
、
今
度
は
誕
生
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

3 はじめに



の
歴
史
と
い
う
縦
軸
を
追
っ
た
一
冊
で
す
。

※
本
書
は
、
２
０
２
５
年
12
月
時
点
の
取
材
に
よ
る
も
の
で
す
。

注

釈

＊
１　

�「
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
」、「
コ
ミ
ケ
ッ
ト
」、「
コ
ミ
ケ
」、「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
」、「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
」、「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
」
は
、

有
限
会
社
コ
ミ
ケ
ッ
ト
の
登
録
商
標
で
す
。
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25
年
12
月
に
50
周
年
を
迎
え
た
、
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
あ
る
い
は
「
コ
ミ
ケ
ッ
ト
」「
コ
ミ
ケ
」
は
、
同
人
誌
を
中
心
と
す
る
自
費
出

版
物
の
展
示
即
売
会
の
名
称
で
、
主
催
は
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
準
備
会
」

に
よ
り
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
楽
し
め
る
「
コ
ミ
ッ
ク
」
の
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
い
う
、
思
い

を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
産
声
を
上
げ
た
の
は
１
９
７
５
年
12
月
の
こ
と
。

Ｃ
１
（
以
下
、
開
催
回
の
頭
に
Ｃ
を
付
け
表
記
）
こ
と
第
１
回
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
虎と

ら

ノの

門も
ん

に
あ

る
旧
日
本
消
防
会
館
（
80
年
解
体
）
の
会
議
室
で
の
開
催
。
創
作
物
を
頒は

ん

布ぷ

す
る
同
好
の
グ
ル
ー
プ
、
通

称
「
サ
ー
ク
ル
」
の
参
加
数
は
32
、
訪
れ
た
一
般
参
加
者
は
７
０
０
人
ほ
ど
で
し
た
。

そ
の
後
、
回
を
重
ね
、
場
所
を
変
え
、
多
く
の
人
た
ち
の
協
力
を
得
て
、
つ
い
に
は
３
０
０
０
人
を
超

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
尽
力
、
19
年
８
月
の
Ｃ
96
に
は
、
コ
ミ
ケ
史
上
初
と
な
る
４
日
間
開
催

を
敢
行
、
一
般
参
加
者
を
含
む
参
加
者
数
延
べ
73
万
人
、
同
年
12
月
の
Ｃ
97
で
は
延
べ
75
万
人
を
記
録
、

国
内
最
大
に
し
て
世
界
へ
誇
る
巨
大
イ
ベ
ン
ト
へ
と
育
ち
ま
す
。

10



運
営
を
に
な
う
準
備
会
は
、
ま
ん
が
評
論
サ
ー
ク
ル
だ
っ
た
批
評
集
団
「
迷め

い

宮き
ゅ
う」

が
母
体
と
な
り
、
そ

こ
に
所
属
し
て
い
た
原は

ら

田だ

央て
る

男お

氏
が
初
代
代
表
を
務
め
、
Ｃ
14
（
80
年
５
月
）
か
ら
、
ま
ん
が
評
論
家
で
も
あ

っ
た
米よ

ね

澤ざ
わ

嘉よ
し

博ひ
ろ

氏
（
執
筆
時
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
米
沢
の
た
め
、
本
書
で
は
以
下
「
米
沢
」
表
記
）
が
２
代
目
代

表
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
06
年
の
米
沢
氏
逝
去
に
よ
り
、
Ｃ
71
（
06
年
12
月
）
か
ら
、
長
く
氏
を
支
え
て
い
た
、
安や

す

田だ

か
ほ

る
氏
、
筆ふ

で

谷た
に

芳よ
し

行ゆ
き

氏
、
市い

ち

川か
わ

孝こ
う

一い
ち

氏
の
３
人
が
３
代
目
の
共
同
代
表
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
コ
ミ
ケ

の
拡
大
、
会
場
と
の
契
約
、
警
備
の
強
化
、
警
察
・
消
防
へ
の
届
け
出
と
い
っ
た
状
況
の
変
化
か
ら
必
要

に
迫
ら
れ
、
準
備
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
85
年
に
株
式
会
社
コ
ミ
ケ
ッ
ト
を
設
立
し
ま
す
（
96
年
に
有

限
会
社
コ
ミ
ケ
ッ
ト
に
改
組
）。

一
見
、
順じ

ゅ
ん

風ぷ
う

満ま
ん

帆ぱ
ん

に
見
え
る
コ
ミ
ケ
で
す
が
、
そ
の
間
に
も
実
に
深
刻
な
危
機
が
あ
り
ま
し
た
。

場
に
魅み

せ
ら
れ
た
同
好
の
士
が
集
う
な
か
、
拡
大
の
一い

っ

途と

を
辿
る
一
方
で
、
運
営
方
針
を
巡
り
立
ち
上

げ
か
ら
参
加
し
た
一
部
の
仲
間
が
離
れ
た
り1

＊

、
世
間
を
騒
が
す
数
々
の
事
件
か
ら
コ
ミ
ケ
が
注
目
を
浴
び
、

オ
タ
ク
へ
の
い
わ
れ
な
き
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
り
、
炎
天
下
の
な
か
一
般
参
加
者
が
詰
め
か
け
た
た
め
に

多
く
の
人
々
が
倒
れ
る
事
態2

＊

と
な
っ
た
こ
と
も
。
原
作
へ
の
脅
迫
だ
け
で
な
く
、
パ
ロ
デ
ィ
・
二
次
創
作
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を
扱
っ
た
同
人
誌
即
売
会
へ
の
脅
迫
が
行
わ
れ
、
会
場
側
の
強
い
要
請
に
よ
り
、
当
該
ジ
ャ
ン
ル
の
サ
ー

ク
ル
参
加
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
（
Ｃ
83
／
12
年
12
月
）。
さ
ら
に
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
う
会
場
の
使
用
制
限
、
そ
し
て
記
憶
に
新
し
い
、
未み

曾ぞ

有う

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
イ
ル
ス

感
染
症
。
そ
の
猛
威
か
ら
Ｃ
１
０
０
を
目
前
に
し
た
２
０
2
０
年
、
Ｃ
98
の
中
止
と
い
う
苦く

渋じ
ゅ
うの

決
断
を

迫
ら
れ
た
こ
と
も
。

け
れ
ど
、
継
続
は
力
な
り
。

常
に
次
回
開
催
に
向
け
、
反
省
す
べ
き
点
は
反
省
し
、
改
善
す
べ
き
点
は
改
善
し
。
回
を
重
ね
、
経
験

を
重
ね
、
組
織
を
作
り
、
晴は

る

海み

の
東
京
国
際
見
本
市
会
場
か
ら
、
96
年
に
誕
生
し
た
日
本
最
大
を
誇
る
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
東
京
国
際
展
示
場
（
通
称
・
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
／
以
下
、
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
）
へ
と
会
場
を
移
し
、
全
館
を
借
り
切
っ
て
開
催
は
続
き
ま
す
。
そ
し
て
、
22
年
８
月
、
記
念
す
べ
き

Ｃ
１
０
０
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
常
に
掲
げ
て
い
た
の
は
「
創
作
の
ゆ
り
か
ご
」
と
い
う
確
固
た
る
信
念
で
す
。

誰
も
が
自
由
に
参
加
し
、
心
の
お
も
む
く
ま
ま
、
表
現
を
楽
し
む
場
で
あ
り
つ
づ
け
る
、
と
い
う
強
い

意
思
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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開
催
当
初
、
参
加
サ
ー
ク
ル
の
中
心
は
少
女
ま
ん
が
Ｆ

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

Ｃ
や
創
作
同
人
で
し
た
が
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
の
隆

り
ゅ
う

盛せ
い

と
と
も
に
パ
ロ
デ
ィ
・
二
次
創
作
を
は
じ
め
と
し
た
多
種
多
様
な
サ
ー
ク
ル
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ

こ
で
、
一
般
参
加
者
に
向
け
て
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
や
配
置
図
な
ど
を
掲
載
し
た
、
初
の
『
コ
ミ
ケ
ッ
ト
カ

タ
ロ
グ
』（
以
下
、
カ
タ
ロ
グ
）
を
82
年
の
Ｃ
21
に
発
行
さ
れ
、
Ｃ
31
よ
り
活
動
内
容
を
示
す
「
ジ
ャ
ン
ル
」

が
生
ま
れ
ま
す
。
や
が
て
、
そ
の
種
類
も
数
を
増
し
、
時
代
に
あ
わ
せ
て
ゲ
ー
ム
や
コ
ス
プ
レ
、V

Tuber

と
い
っ
た
サ
ー
ク
ル
も
参
加
す
る
よ
う
に
。

コ
ミ
ケ
と
い
え
ば
、
そ
の
と
き
ど
き
に
人
気
を
博
し
た
ア
ニ
メ
や
ま
ん
が
、
ゲ
ー
ム
の
サ
ー
ク
ル
が
注

目
を
浴
び
が
ち
で
す
が
、
根
強
い
フ
ァ
ン
が
活
動
を
続
け
る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
創
作
全
般
、
鉄
道
、

旅
行
、
メ
カ
・
ミ
リ
タ
リ
ー
、
評
論
、
情
報
と
い
っ
た
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
も
健
在
。
非
公
式
な
が
ら
そ
の

鉄
道
、
旅
行
、
メ
カ
・
ミ
リ
タ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
の
有
志
が
始
め
た
、
閉
会
時
、
参
加
サ
ー
ク
ル
一
斉
の
三

本
締
め
は
風
物
詩
の
ひ
と
つ
。
頒
布
物
も
、
紙
の
本
だ
け
で
な
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
や
画
集
、
コ
ス
プ

レ
写
真
、
音
楽
、
動
画
を
収
め
た
Ｒ
Ｏ
Ｍ
や
写
真
集
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
雑
貨
等
、
そ
の
す
そ
野
は
実
に
幅
広

く
。
数あ

ま

多た

あ
る
同
人
誌
即
売
会
の
な
か
に
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
表
現
活
動
を
受
け
入
れ
る
懐
の
深
い
オ
ー

ル
ジ
ャ
ン
ル
同
人
誌
即
売
会
で
在
り
続
け
て
い
る
こ
と
が
、
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
理
由
の
ひ
と
つ
、
で
し

ょ
う
。
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ま
た
、
コ
ミ
ケ
は
そ
の
運
営
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
お
け
る
多
く
の
文
化
や
ル
ー
ル
の
浸
透
、
体

調
管
理
の
た
め
の
呼
び
か
け
も
続
け
て
い
ま
す
。
自
然
発
生
し
た
、
コ
ミ
ケ
の
開
場
時
、
閉
会
時
に
起
こ

る
、
全
館
あ
げ
て
の
拍
手
は
、
そ
う
い
っ
た
場
へ
の
思
い
が
届
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
で
し
ょ
う
。
さ
ら

に
は
今
と
な
っ
て
は
様
々
な
場
所
で
見
か
け
る
、
大
行
列
の
最
後
に
掲
げ
ら
れ
る
「
最
後
尾
札
」、
同
じ
く

行
列
が
で
き
が
ち
な
、
お
手
洗
い
や
物
販
へ
の
「
フ
ォ
ー
ク
並
び
」
と
い
っ
た
ル
ー
ル
を
い
ち
早
く
導
入
、

世
間
に
浸
透
す
る
一
助
と
な
っ
た
こ
と
も
記
し
て
お
き
ま
す
。

そ
れ
ら
コ
ミ
ケ
を
支
え
る
組
織
と
活
動
に
つ
い
て
は
、
22
年
刊
行
の
、
本
書
と
同
じ
く
星
海
社
新
書
『
コ

ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
よ
う
こ
そ　

準
備
す
る
か
ら
準
備
会
』
を
ぜ
ひ
。
も
し
も
の
た
め
に
、
全
員
が
傷

害
保
険
に
加
入
済
み
（
！
）
と
い
う
、
３
０
０
０
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
部
署
と
業
務
の

紹
介
、
関
わ
る
企
業
や
、
そ
の
社
会
的
存
在
意
義
ま
で
リ
ア
ル
な
声
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
そ
の
組
織
図
と
と
も
に
コ
ミ
ケ
が
掲
げ
る
、
理
念
を
こ
こ
に
記
し
ま
す
。

次
章
か
ら
は
共
同
代
表
を
は
じ
め
、
そ
の
誕
生
に
関
わ
り
、
各
部
署
を
立
ち
上
げ
、
継
続
に
尽
力
し
た

ス
タ
ッ
フ
陣
の
貴
重
な
証
言
を
届
け
ま
す
。
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注

釈

＊
１　

�

俗
に
「
ク
ー
デ
タ
ー
」
あ
る
い
は
「
分
裂
騒
動
」
と
も
言
わ
れ
、
一
時
、
コ
ミ
ケ
と
は
別
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

＊
２　

�

俗
に
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
コ
ミ
ケ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
準
備
会
も
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
誘
導
不
備
に
よ
り
混
乱
を
き
た

し
た
回
を
、
我
々
が
そ
う
呼
ぶ
こ
と
を
良
し
と
せ
ず
。
公
式
に
は
、
使
用
し
て
い
な
い
言
葉
で
す
。

★
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
理
念

・・�

コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
同
人
誌
を
中
心
と
し
て
す
べ
て
の
表
現
者
を
許
容
し
継
続
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
表
現
の
可
能
性
を
広
げ
る
為
の
「
場
」
で
あ
る

・・�

コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
サ
ー
ク
ル
参
加
者
、
一
般
参
加
者
、
ス
タ
ッ
フ
参
加
者
、
企
業
参

加
者
等
す
べ
て
の
参
加
者
の
相
互
協
力
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
「
場
」
で
あ
る
と
自
ら
を
規
定

し
、
こ
れ
を
遵
守
す
る

・・�

コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
法
令
と
最
低
限
の
運
営
ル
ー
ル
に
違
反
し
な
い
限
り
、
一
人
で
も

多
く
の
表
現
者
を
受
け
入
れ
る
事
を
目
標
と
す
る

・・�

コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
す
べ
て
の
参
加
者
に
取
っ
て
「
ハ
レ
の
日
」
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、

こ
れ
を
継
続
し
て
い
く
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★
参
加
者
に
向
け
て

・・
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
「
お
客
様
」
は
い
ま
せ
ん

・・
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
と
り
行
う
の
は
す
べ
て
の
「
参
加
者
」
で
あ
り
、
内
実
を
作
っ
て
い

く
の
も
参
加
者
で
す

・・
参
加
者
全
員
は
す
べ
て
対
等
で
す

・・�

自
由
な
場
で
あ
る
た
め
に
、
禁
止
事
項
な
ど
一
律
の
ル
ー
ル
は
最
小
限
に
留
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す

・・
参
加
者
は
事
前
に
カ
タ
ロ
グ
諸
注
意
等
を
熟
読
し
、
コ
ミ
ケ
ッ
ト
の
考
え
方
や
ル
ー
ル
を
よ
く

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
に
従
っ
て
自
ら
を
律
し
、
相
互
の
立
場
に
配
慮
し
て

行
動
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
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庶務担当……………お弁当等各部署のバックアップ対応

メディア対応部……マスメディアへの対応

会計…………………会計処理

記録班………………コミケットの公式記録

国際部………………海外参加者・海外メディア担当

搬入部………………搬入車両の管理と印刷会社対応

場外販売担当………リストバンド型参加証の交換、当日販売

場外救護担当………主に会場外での傷病者の応急処置と救護室への搬送

入口担当……………会場外での参加者対応・誘導・安全管理・部外者対応

更衣室担当…………更衣室の運営・誘導・安全管理

公共地区担当………公共エリアでの参加者対応・誘導・安全管理

受付販売担当………準備会販売物の販売とインフォメーション、遺失物管理

企業対応部…………企業ブース・画材・食品・宅配等の企業対応

館内担当……………主に会場内の参加者対応と安全管理、サークル受付

救護室担当…………傷病者の応急処置と救急搬送の手配

コミックマーケット準備会の組織図

共同代表… ………全体的な調整と意思決定

　　総本部

本部事務……………公的機関、会場、警備会社対応と全体的調整

放送部………………場内放送

17 第１章　　コミックマーケット 5 0 周年  



藤本孝人（ふじもと・たかひと）
まんがの手

て

帖
ちょう

事務局代表。1950年生まれ後期高齢者、会社員（現職）。
コミケットサークル参加は常にサバイバルなのでそろそろ体力的にきつくなってます。
『漫画の手帖』は1980年創刊。現在91号まで発行。
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浪花愛（なにわ・あい）
古い物描き。二次のみあちこち渡り歩くが商業では実録猫作家。同人歴50年以上（笑）。
（コミケがないころ高校で漫研同人していたので51年目になります！）

19 投稿コラム ┼ 寄稿まんが



星海社新書は、困難な時代にあっても前向きに自分の人
生を切り開いていこうとする次世代の人間に向けて、ここ
に創刊いたします。本の力を思いきり信じて、みなさんと
一緒に新しい時代の新しい価値観を創っていきたい。若い
力で、世界を変えていきたいのです。
本には、その力があります。読者であるあなたが、そこ

から何かを読み取り、それを自らの血肉にすることができ
れば、一冊の本の存在によって、あなたの人生は一瞬にし
て変わってしまうでしょう。思考が変われば行動が変わり、
行動が変われば生き方が変わります。著者をはじめ、本作
りに関わる多くの人の想いがそのまま形となった、文化的
遺伝子としての本には、大げさではなく、それだけの力が
宿っていると思うのです。
沈下していく地盤の上で、他のみんなと一緒に身動きが

取れないまま、大きな穴へと落ちていくのか？　それとも、
重力に逆らって立ち上がり、前を向いて最前線で戦ってい
くことを選ぶのか？
星海社新書の目的は、戦うことを選んだ次世代の仲間た

ちに「武器としての教養」をくばることです。知的好奇心
を満たすだけでなく、自らの力で未来を切り開いていくた
めの〝武器〟としても使える知のかたちを、シリーズとし
てまとめていきたいと思います。

次 世 代 に よ る 次 世 代 の た め の

星海社新書

2O11年 9月

星海社新書初代編集長　柿内芳文




